

































































































































































































































































































































































　それでも建学 4 年目、つまり 2003 年に最初の卒業生を出す段階になりますと、総合政
策学の大学院もつくらなければならない、少なくても修士課程をつくらなければならない
ということが現実的課題になりました。そこで、あらためて総合政策学を総合的に研究し

































































































































































































































































































































宇野重昭・天児慧編『20 世紀の中国ー政治変動と国際契機』( 東京大学出版会、1996 年 )
近現代中国が国際的環境からいかに大きな衝撃を受けながらも、自己の内発的契機を基
盤に発展し続けてきたかを探求した論文集です。
溝口雄三『中国の公と私』( 研文出版、1995 年 )　総合政策学でも重要な「公」と「私」
の概念を中国にそくして分析した東大文学部教授だった溝口雄三の古典的ともいえる
名著で、中国でも翻訳されています。
川島真・毛里和子『グローバル中国への道程ー外交 150 年』( 岩波新書 )　いずれ中国は
世界最大の大国になると思われますが、これまでの中国の発展と屈折の 150 年を外国の
学者たちが見誤り続けて来たことを実証的にまとめあげた本です。
国分良成編『中国は、いま』( 岩波新書、2011 年 )　中国がどこへ行くかということを、
国際的に著名な学者も含めて、多様な視角から、明快に分析した論文集です。たんなる
社会科学的視点を乗り越えようとしているところに編者の意欲が見出されます。





































































３）島根県立大学総合政策学会『総合政策論叢』第 8 号（ 2004 年 12 月） 。本号は、島根県立大学研
究活動・総合政策学会委員会編による「総合政策学特集号」（全 248 頁）となっている。










2006 年）。文部科学省 21 世紀 CO プログラムとして採択された成果。
　　　キーワード：総合政策学　グローバル化　公共性　他者性
（UNO Shigeaki）

